
（別紙３）

～ 令和7年12月19日

（対象者数） 14 （回答者数） 13

～ 令和7年12月19日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための 取組等

1

引き続き、保護者やこども

の意見を取り入れながら、

活動の工夫を行っていく。

2

座談会や療育に参加しても

らいなど保護者が参加しや

すい工夫を行い、保護者同

士のつながりを深めていき

たい。

3

引き続き、子どもの居場所

づくりとなるように、環境

や活動、支援の工夫を行

う。

改善に向けて必要な取組や工夫が

必要な点等

1

必要に応じて修繕や掃除を

しながら安全の確保や衛生

面に留意する。活動に応じ

て環境の工夫や見直しを行

う。

2

近隣住民の方との連携をど

う取っていくか検討してい

く。

3

自然豊かで静かな環境にあり、季節や

自然を生かしながら情緒の安定や五感

を育むことができる。また、図書館や

商店街など施設が近くにあり、社会性

を養うことができる。

地域の方の畑を借りて、さつま芋の苗植

えや収穫を行い地域の方の交流を図って

いる。近隣の施設やスーパーなどを利用

して社会体験を行っている。

○事業所名 発達支援センターやかげ（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間 令和7年11月1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和7年11月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

保護者の送迎を行っているため、保護

者との距離が近く、話や相談がしやす

い。

送迎時に、家庭や園の様子や困っている

ことはないかなど、一人一人との丁寧な

関わりを心がけ、話や相談しやすい環境

づくりを行っている。

児発からの利用児がほとんどのため、

子どもも保護者にとっても、ホッとで

きる居場所となっている。

職員が明るい雰囲気作りや声掛けを心が

けたり、子どもが「楽しい」「安心」と

感じることができる活動の工夫を行って

いる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

経年による劣化や老朽化が見られる。

人数によっては、療育室が狭い。

経年によるもの。

住宅街の中に位置しているが、近隣の

主民との関わりがほとんどない。

有事の際など、協力体制を取ることがで

きるかが分からない。

事業所における自己評価総括表公表


